
・植樹地の雑草を今後生え難くする工夫・方法を考える。
・年間活動事業が多く、育てること、植えることに一生懸命なので、もっと森の観察会や勉強会を行いたい。
・過去に植えた植樹地で台風による倒壊被害があり、その処理をどうするか検討中です。

平成２３年度からの現在の植樹地は葦など雑草の繁殖力が凄く、苗木が埋もれて育ちにくく、草刈りも木の場
所がわかりにくくて大変苦労をしています。近年はタンチョウが飛来し、遊水地内に居る時は立入禁止となる
ので自由に出入り出来なくなりました。

木の種採り・播種　　地元の山などから在来種の木の種を採取後、当会の苗場にて発泡スチロールの箱や
ポットに種を播きます。
育苗作業　　　　　　４月～１１月にかけ毎日「水やり」管理します。
苗木の床替え作業　　２～３年経過し、数センチメートルに成長した苗木をポットに３～５本ずつ植え替えま
す。
植樹地経過観察　　　過去に植樹した現地の観察と前年・前々年植えた木の周りの雑草を取り除きます。
植樹地草刈・造成　　植樹地の下草刈り、植樹用ユニット（直径３ｍの円形）の造成。
植樹会実施　　　　　植樹用の各ユニット（１５ユニット）に１０種類の苗木（１ユニット合計１５０～２５０本）を植
樹します。

・植樹地を前年からシートで覆い、雑草が生えるのを防げました。
・老若男女問わず世代を越えて協力して活動ができました。
・種採りから始め、毎年植樹した木々がやがて自然の森となる過程を学び、木とふれあうことで良好な体験型
環境学習ができました。
・水辺が近くにあり、たくさんの渡り鳥やタンチョウが飛来するすばらしい遊水地となり、自然林再生、水辺環
境の改善が多少なりとも進めることができました。
生態学的混播混植法による植樹は、自然の森の成り立ちを見習った緑化で、自然林とそこに棲む動植物に
よる自然の生態系の再生を目指したものです。樹木は土の保水効果が高まり、水害を減らす役割があるとと
もに、二酸化炭素を削減し地球温暖化の防止につながります。

・植樹地の雑草対策として植樹地を去年の１１月からシートで覆い、雑草が生えるのを抑えました。シートの
上に直径３ｍの砂利を敷きユニットを作り、苗木を植える部分だけ１５cmほどの穴を開けて植えることで雑草
を生やさない工夫をしました。
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